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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期連結
累計期間

第47期
第１四半期連結

累計期間
第46期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,722,657 5,014,736 25,174,597

経常利益 （千円） 121,946 127,391 911,619

四半期（当期）純利益 （千円） 65,407 71,360 513,418

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 261,905 63,991 705,297

純資産額 （千円） 10,088,508 10,362,170 10,389,167

総資産額 （千円） 19,902,420 21,764,325 20,843,049

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 12.22 13.34 95.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） (－) (－) (－)

自己資本比率 （％） 50.7 47.6 49.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．連結売上高には、消費税等は含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、景気は

一時弱い動きもみられましたが、政府の経済対策等により、景気は緩やかな回復基調となりました。一方、海外景

気は先進国においては概ね堅調に推移しましたが、新興国における経済成長率の低下等、海外景気の下振れ要因を

抱えた状況で推移しました。

　設備工事業界におきましては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資も企業収益の改善を背景に、全般的には

持ち直しの兆しもみえますが、製造業の設備投資は新興国を中心とした海外への流れは続いており、受注競争は厳

しい状況のまま推移しました。

　このような状況下で、当社グループは受注の確保に全力で取り組んでまいりました。設備工事事業はプラント設

備、機械装置等の受注が好調に推移し、また、タイ国の表面処理処理事業は前年同四半期並みで推移したことから

受注高は8,766百万円（前年同四半期比38.2%増）となりました。売上高は繰越工事となる物件が多く、5,014百万

円（同12.4%減）となりました。

　利益面につきましては、採算性を重視して売上総利益率の改善に取り組んだ結果、売上総利益率が前年同四半期

に比較し2.8ポイント改善し、営業利益110百万円（同11.7%増）、経常利益127百万円（同4.5%増）、四半期純利益

71百万円（同9.1%増）となりました。

 

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（設備工事事業）

　民間プラント・機械装置を主体としております産業プラント設備工事は、プラント設備、機械装置の受注が好調で

あり、前連結会計年度を上回りましたが、売上高は繰越工事となる物件が多く、低調でありました。民間プラント保

全工事を主体としております設備保全工事は、定修工事等の受注が堅調であり、受注高は前年同四半期を上回りまし

たが、売上高は低調でありました。

電気計装工事は、民間電気計装工事、太陽光発電設備等の受注が好調に推移し、受注高は前連結会計年度を上回りま

したが、売上高は低調でありました。

　送電工事は、電力会社の投資抑制の影響により、受注高は低調であり、前連結会計年度を下回りましたが、売上高

は前連結会計年度を上回りました。管工事は、受注高は前連結会計年度並みで推移しましたが、売上高は好調であり

ました。

　この結果、設備工事事業全体では受注高8,374百万円（前年同四半期比41.7%増）、売上高4,641百万円（同13.0%

減）、セグメント利益172百万円（同21.5%減）となりました。

（表面処理事業）

　タイ国で事業展開しております表面処理事業は、政局不安により自動車部品は低迷しましたが、HDD部品のアルミ

ラインの受注が堅調に推移し、受注高344百万円（同7.8%増）、売上高344百万円（同7.8%増）、セグメント利益55百

万円（同1,807.7%増）となりました。

（その他）

　鋳造用工業炉は、受注高47百万円（同58.5%減）、売上高28百万円（同57.6%減）、セグメント損失2百万円（前年

同四半期は5百万円のセグメント利益）となりました。
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(2)財政状態及び経営成績の分析

①財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は21,764百万円となり、前連結会計年度末に比べ921百万円増加しまし

た。

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は15,590百万円となり、前連結会計年度末に比べ741百万

円増加しました。主に現金預金・未成工事支出金等の増加によるものであります。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は6,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ179百万円

増加しました。主に、建物・構築物等の増加によるものであります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は8,985百万円となり、前連結会計年度末に比べ516百万円

増加しました。主に短期借入金及び未成工事受入金等の増加によるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は2,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ431百万円

増加しました。主に長期借入金等の増加によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は10,362百万円となり、前連結会計年度末に比べ26百万円減

少しました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の49.8％から47.6％となりました。

 

②経営成績の分析

　①売上高

　　当第１四半期連結累計期間の売上高は5,014百万円（前年同四半期比12.4%減）となりました。

　②売上総利益

　　当第１四半期連結累計期間の売上総利益は786百万円（同6.8%増）となりました。

　　売上総利益率は採算性を重視した結果15.7％（前年同四半期は12.9%）となり、2.8ポイント増加しました。

　③販売費及び一般管理費

　　当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は676百万円（前年同四半期比6.0%増）となりました。主な

　費用は従業員給料手当及び賞与引当金繰入額等であります。

 ④営業外損益

　　当第１四半期連結累計期間の営業外損益（純額）は16百万円の収益（同26.5%減）となりました。

　⑤経常利益

　　当第１四半期連結累計期間は127百万円の経常利益（同4.5%増）となりました。

　⑥特別損益

　　当第１四半期連結累計期間の特別損益（純額）は0百万円の費用（同42.9%減）となりました。

　⑦四半期純利益

　　当第１四半期連結累計期間は71百万円の四半期純利益（同9.1%増）となりました。

　　１株当たり四半期純利益は13円34銭となりました。（前年同四半期の１株当たり四半期純利益は12円22銭）

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

  当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、11,106千円であります。また、当第

 １四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

  なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,364,000 5,364,000
東京証券取引所

市場第二部

 

単元株式数100株

 

計 5,364,000 5,364,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　　　　 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増　
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成26年４月１日～

 平成26年６月30日
－ 5,364,000 － 885,320 － 1,475,320

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　13,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式5,350,100 53,501 －

単元未満株式 普通株式　   700 － －

発行済株式総数 　　　　5,364,000 － －

総株主の議決権 － 53,501 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,300株含まれております。また「議

決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田辺工業株式会社
新潟県上越市大字

福田20番地
13,200 － 13,200 0.25

計 － 13,200 － 13,200 0.25

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,943,043 4,702,521

受取手形・完成工事未収入金等 9,888,358 8,998,710

未成工事支出金 494,922 1,379,428

その他のたな卸資産 176,421 179,634

繰延税金資産 273,456 273,535

その他 73,183 57,410

貸倒引当金 △957 △855

流動資産合計 14,848,429 15,590,384

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,716,662 4,856,390

機械、運搬具及び工具器具備品 3,049,634 3,031,827

土地 1,713,629 1,727,540

リース資産 149,822 132,338

建設仮勘定 41,980 57,931

減価償却累計額 △4,613,827 △4,573,779

有形固定資産合計 5,057,902 5,232,248

無形固定資産 134,450 133,072

投資その他の資産   

投資有価証券 376,708 382,846

繰延税金資産 322,783 319,078

その他 102,921 106,802

貸倒引当金 △146 △108

投資その他の資産合計 802,267 808,619

固定資産合計 5,994,619 6,173,940

資産合計 20,843,049 21,764,325
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,558,795 4,297,469

短期借入金 1,204,470 1,449,088

リース債務 25,109 26,201

未払金 1,091,368 1,072,972

未払費用 291,896 282,565

未払法人税等 245,761 52,344

未成工事受入金 278,145 651,166

完成工事補償引当金 22,982 22,277

工事損失引当金 5,200 2,500

賞与引当金 662,486 921,538

役員賞与引当金 43,000 10,750

その他 39,851 196,863

流動負債合計 8,469,066 8,985,738

固定負債   

長期借入金 840,000 1,329,412

リース債務 46,809 45,715

長期未払金 258,500 213,500

退職給付に係る負債 839,505 827,789

固定負債合計 1,984,814 2,416,417

負債合計 10,453,881 11,402,155

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,320 885,320

資本剰余金 1,475,320 1,475,320

利益剰余金 8,221,577 8,201,976

自己株式 △6,574 △6,601

株主資本合計 10,575,643 10,556,014

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 36,870 42,529

為替換算調整勘定 △80,641 △100,890

退職給付に係る調整累計額 △142,703 △135,483

その他の包括利益累計額合計 △186,475 △193,844

純資産合計 10,389,167 10,362,170

負債純資産合計 20,843,049 21,764,325
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 5,722,657 5,014,736

売上原価 4,985,735 4,227,778

売上総利益 736,922 786,958

販売費及び一般管理費 638,016 676,512

営業利益 98,905 110,446

営業外収益   

受取利息 186 136

受取配当金 2,728 1,917

受取地代家賃 8,007 8,339

為替差益 6,362 2,399

投資有価証券評価益 2,325 －

助成金収入 8,264 8,003

その他 3,850 5,348

営業外収益合計 31,725 26,145

営業外費用   

支払利息 2,784 5,415

コミットメントフィー 2,619 3,494

その他 3,280 290

営業外費用合計 8,684 9,200

経常利益 121,946 127,391

特別利益   

特別利益合計 － －

特別損失   

固定資産処分損 652 372

特別損失合計 652 372

税金等調整前四半期純利益 121,294 127,018

法人税等 55,887 55,658

少数株主損益調整前四半期純利益 65,407 71,360

少数株主利益 － －

四半期純利益 65,407 71,360
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 65,407 71,360

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,068 5,659

為替換算調整勘定 199,567 △20,248

退職給付に係る調整額 － 7,220

その他の包括利益合計 196,498 △7,368

四半期包括利益 261,905 63,991

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 261,905 63,991

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従業員

の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法に変更しております。

　これに伴う当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 

　   当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュフロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれ

んを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 89,603千円 109,108千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
 普通株式 80,262 15.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　配当金支払額

 
    （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
 普通株式 90,962 17.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,335,149 319,897 5,655,047 67,610 5,722,657

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 5,335,149 319,897 5,655,047 67,610 5,722,657

セグメント利益 219,392 2,927 222,319 5,466 227,786

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 222,319

「その他」の区分の利益 5,466

全社費用（注） △128,880

四半期連結損益計算書の営業利益 98,905

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 設備工事事業 表面処理事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,641,230 344,831 4,986,062 28,674 5,014,736

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 4,641,230 344,831 4,986,062 28,674 5,014,736

セグメント利益 172,132 55,840 227,973 △2,362 225,610

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 227,973

「その他」の区分の利益 △2,362

全社費用（注） △115,164

四半期連結損益計算書の営業利益 110,446

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円22銭 13円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 65,407 71,360

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 65,407 71,360

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,350 5,350

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月12日

田辺工業株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　朗　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大島　伸一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺工業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田辺工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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